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番
目
に
産
ま
れ
た
乳
飲
み
子
金
三
郎
を
抱
え
て
菊
が
倒
れ
た
時
、
一
茶

は
湯
田
中
温
泉
に
入
り
浸
り
で
、
ほ
と
ん
ど
家
に
帰
ら
な
か
っ
た
。
妻

が
重
症
に
な
っ
て
か
ら
よ
う
や
く
看
病
し
て
い
る
。
一
茶
は
生
半
可
に

薬
の
知
識
が
あ
る
の
で
、
自
己
流
の
治
療
を
し
て
、
ほ
と
ん
ど
医
者
の

診
察
を
受
け
さ
せ
て
い
な
い
。

妻
の
病
状
が
悪
化
す
る
と
、
子
を
他
人
に
預
け
、
妻
を
妻
の
実
家
に

お
し
つ
け
て
し
ま
う
。
妻
が
危
篤
に
な
っ
て
も
速
く
離
れ
た
丸
子
に
出

か
け
て
し
ま
い
、
妻
が
死
ぬ
前
Ｈ
の
夜
中
、
妻
の
実
家
に
戻
っ
て
き
た
。

門
人
の
妻
が
死
ん
だ
と
き
に
、
三
首
の
和
歌
を
詠
ん
で
、
そ
の
死
を
弔
っ

た
一
茶
は
、
迷
惑
を
か
け
た
菊
に
は
い
た
わ
る
句
も
、
弔
う
文
も
残
し

て
い
な
い
。
弟
子
た
ち
が
．
茶
先
生
女
房
追
善
句
会
」
を
催
し
た
と

き
も
、
妻
を
偲
ん
だ
と
思
わ
れ
る
句
を
残
さ
な
か
っ
た
と
い
う
。

著
者
は
「
あ
れ
だ
け
子
供
た
ち
の
死
に
際
し
て
は
働
突
し
、
断
腸
の

思
い
を
吐
い
た
一
茶
で
あ
る
の
に
、
こ
の
仕
打
ち
は
ど
う
し
た
も
の
か
。

十
年
間
連
れ
添
い
、
一
茶
の
た
め
に
尽
く
し
、
つ
い
に
犠
牲
と
な
っ
た

伴
侶
に
対
し
て
自
分
勝
手
で
、
あ
ま
り
に
薄
情
、
冷
淡
で
は
な
い
か
。

た
だ
子
を
産
ま
す
道
具
と
し
て
し
か
見
て
い
な
い
の
で
は
な
い
か
と
の

思
い
が
す
る
」
と
憤
っ
て
い
る
。

「
一
茶
の
俳
人
と
し
て
の
文
学
的
功
績
を
讃
え
る
も
の
は
、
同
時
に

そ
の
影
に
埋
も
れ
た
菊
の
犠
牲
的
生
涯
に
哀
悼
の
涙
を
注
が
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
」
と
一
面
的
な
一
茶
研
究
に
対
す
る
著
者
の
批
判
は
、
蒙
を

啓
か
さ
れ
る
指
摘
と
同
時
に
、
一
八
○
年
後
に
捧
げ
ら
れ
た
菊
へ
の
哀

悼
の
辞
で
あ
る
。

（
蔵
方
宏
昌
）

〔
東
山
書
房
、
京
都
府
京
都
市
中
京
区
西
ノ
京
小
堀
池
町
八
’
二
、
電
話

○
七
五
’
八
四
一
’
九
二
七
八
、
二
○
○
二
年
五
月
九
日
、
Ｂ
六
判
、

三
二
○
頁
、
本
体
価
格
二
○
○
○
円
〕

『
カ
ラ
ー
版
・
細
胞
紳
士
録
」

こ
の
本
は
、
新
書
版
に
は
珍
し
い
多
色
刷
り
の
現
代
細
胞
学
の
案
内

書
で
あ
る
。
一
九
五
○
年
代
に
筆
者
は
、
臨
床
医
学
教
室
か
ら
病
理
学

教
室
へ
数
年
留
学
し
た
経
験
を
も
つ
が
、
そ
の
頃
か
ら
五
十
年
経
た
細

胞
学
の
進
歩
が
本
著
作
に
よ
っ
て
眼
か
ら
ウ
ロ
コ
が
落
ち
る
よ
う
に
示

さ
れ
て
有
意
義
で
あ
る
。

ま
ず
目
次
を
み
る
と
、
〃
は
じ
め
に
、
多
様
で
多
才
な
細
胞
た
ち
〃
と

い
う
タ
イ
ト
ル
で
総
論
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
総
論
と
書
か
な
い
と
こ

ろ
に
、
こ
の
本
の
筆
者
た
ち
の
ユ
ニ
ー
ク
さ
を
感
じ
る
。

第
一
章
と
は
書
か
な
い
、
「
人
体
ビ
ル
の
建
築
士
」
の
章
に
は
、
１

糸
を
吐
く
怪
烏
・
線
維
芽
細
胞
、
２
レ
ー
ス
編
み
の
名
人
・
脂
肪
細

胞
、
３
・
水
の
ク
ッ
シ
ョ
ン
・
軟
骨
細
胞
、
４
壁
の
中
の
活
動
家
・

骨
細
胞
、
５
・
よ
だ
れ
を
垂
ら
す
巨
象
・
破
骨
細
胞
、
６
・
宝
石
づ
く

り
の
魔
術
師
・
エ
ナ
メ
ル
芽
細
胞
７
・
赤
信
号
は
み
の
が
さ
な
い
・

象
牙
芽
細
胞
、
８
・
柔
軟
に
ス
ク
ラ
ム
を
組
む
．
水
晶
体
の
細
胞
、
が

紹
介
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
項
目
タ
イ
ト
ル
を
見
た
だ
け
で
ど
れ
か
ら
読

も
う
か
と
い
う
面
白
さ
で
あ
る
。
こ
の
ス
タ
イ
ル
が
講
義
の
中
に
も
ち

こ
ま
れ
て
い
る
な
ら
、
学
生
は
幸
せ
で
あ
る
。
筆
者
の
学
生
時
代
は
理

膝
川
仙
火
・
牛
木
脹
男
杵
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屈
抜
き
の
暗
記
の
学
問
で
あ
っ
た
と
思
う
か
ら
で
あ
る
。

こ
の
本
の
内
容
は
山
之
内
製
薬
の
月
刊
Ｐ
Ｒ
誌
「
新
薬
と
臨
床
」
に

連
載
さ
れ
た
も
の
で
、
一
九
九
○
年
を
中
心
に
前
後
六
年
半
か
か
っ
て

い
る
。
当
時
、
開
業
医
で
あ
っ
た
筆
者
は
、
毎
月
毎
月
「
細
胞
紳
士
録
」

を
読
む
の
が
楽
し
く
、
次
号
が
来
る
の
が
待
ち
ど
お
し
く
、
切
り
と
っ

て
ス
ク
ラ
ッ
プ
帳
に
加
え
た
ぐ
ら
い
で
あ
る
。
Ｐ
Ｒ
誌
で
あ
る
の
で

ア
ー
ト
紙
を
用
い
て
い
る
か
ら
美
し
い
カ
ラ
ー
版
で
あ
っ
た
が
、
新
書

に
入
っ
て
紙
と
色
は
ど
う
な
る
の
か
と
思
っ
た
。
ア
ー
ト
で
は
な
い
が
、

特
別
の
紙
を
用
い
て
カ
ラ
ー
判
に
し
て
い
る
。
図
三
（
第
六
頁
）
の
、

電
顕
で
明
ら
か
に
な
っ
た
細
胞
の
基
本
構
造
は
、
灰
色
、
榿
赤
色
、
黄

色
、
紫
色
、
青
緑
色
、
黒
色
の
七
色
刷
り
で
示
さ
れ
る
。
こ
の
図
は
牛

木
辰
男
氏
の
ス
ケ
ッ
チ
に
も
と
づ
く
略
図
で
あ
る
が
、
解
説
文
の
方
を

見
て
み
よ
う
。
〃
核
は
Ｄ
Ｎ
Ａ
の
格
納
庫
で
あ
る
。
核
の
中
に
は
核
小
体

と
ク
ロ
マ
チ
ン
（
染
色
質
）
が
区
別
で
き
る
。
〃
こ
の
区
別
は
筆
者
も
教

わ
っ
た
気
が
す
る
。
何
し
ろ
Ｈ
本
に
電
顕
が
何
台
も
な
か
っ
た
時
代
だ

か
ら
明
確
な
記
憶
は
な
い
。

続
い
て
の
解
説
は
〃
ク
ロ
マ
チ
ン
は
Ｄ
Ｎ
Ａ
が
特
別
の
た
ん
ぱ
く
賀

（
ヒ
ス
ト
ン
な
ど
）
と
結
び
つ
い
て
で
き
た
ひ
も
の
集
ま
り
で
、
Ｄ
Ｎ
Ａ

の
転
写
は
こ
の
ひ
も
の
一
部
を
ほ
ど
き
な
が
ら
進
め
ら
れ
る
″
と
な
っ

て
、
読
者
の
頭
の
中
は
、
核
内
の
紫
色
の
粒
々
が
ク
ロ
マ
チ
ン
で
核
酸

に
関
連
し
て
い
る
と
整
理
で
き
る
。
著
者
ら
は
、
こ
こ
十
年
近
く
の
間

の
学
問
の
進
歩
を
取
り
入
れ
、
Ｐ
Ｒ
雑
誌
で
の
記
述
を
大
改
訂
し
た
と

〃
あ
と
が
き
“
に
書
い
て
お
ら
れ
る
。
全
く
有
難
い
こ
と
で
、
鍛
新
の
細

胞
学
を
こ
ん
な
形
で
学
べ
る
と
は
夢
に
も
思
わ
な
か
っ
た
。
ぜ
ひ
ご
一

・
あ
し
一
３
０

討
下
さ
も

最
後
に
一
つ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
書
い
て
お
き
た
い
。
筆
者
が
卒
業
す

る
一
年
前
、
私
共
に
脳
の
解
剖
学
を
教
授
さ
れ
た
伊
東
俊
夫
先
生
は
群

馬
大
学
に
移
籍
さ
れ
た
。
従
っ
て
先
生
が
ど
ん
な
研
究
を
さ
れ
、
ど
ん

な
業
績
を
あ
げ
ら
れ
た
か
を
知
ら
な
か
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
雑
誌
の
「
細

胞
紳
士
録
」
に
「
ひ
ら
ひ
ら
の
ド
レ
ス
・
肝
臓
の
伊
東
細
胞
」
が
の
っ

て
、
筆
者
は
伊
東
先
生
の
仕
事
を
お
そ
ま
き
な
が
ら
初
め
て
知
っ
た
の

で
あ
っ
た
。
こ
う
書
か
れ
て
い
る
。

「
肝
細
胞
と
毛
細
血
管
（
類
洞
）
の
あ
い
だ
に
は
、
デ
ィ
ッ
セ
腔
と
い

う
す
き
ま
が
あ
る
。
脂
肪
摂
取
細
胞
（
染
料
の
オ
ス
ミ
ウ
ム
酸
で
黒
染

す
る
脂
肪
滴
を
も
つ
細
胞
）
は
こ
の
す
き
ま
に
あ
っ
た
。
（
一
九
五
○
年

の
発
表
と
類
洞
内
に
棲
む
、
異
物
を
食
べ
こ
む
ク
ッ
パ
ー
細
胞
（
常
駐

型
マ
ク
ロ
フ
ァ
ー
ジ
の
一
種
）
と
は
、
明
ら
か
に
別
の
位
置
に
あ
る
。

ク
ッ
パ
ー
細
胞
は
類
洞
内
に
あ
り
、
「
伊
東
細
胞
」
は
類
洞
外
に
あ
る
。

そ
し
て
後
者
は
ビ
タ
ミ
ン
Ａ
を
摂
取
・
貯
蔵
す
る
特
性
が
そ
の
後
の
研

究
で
わ
か
っ
た
。
そ
れ
で
も
名
称
に
反
対
す
る
人
が
い
る
が
「
伊
東
細

胞
」
の
名
は
そ
の
ま
ま
残
す
べ
き
だ
と
思
う
。

伊
東
細
胞
は
肝
小
葉
内
で
コ
ラ
ー
ゲ
ン
線
維
を
産
生
す
る
唯
一
の
細

胞
で
、
豆
腐
の
よ
う
に
軟
ら
か
い
肝
臓
が
形
を
保
っ
て
い
る
の
は
こ
の

細
胞
の
お
か
げ
で
あ
る
。
肝
硬
変
に
さ
い
し
て
は
、
こ
の
細
胞
が
つ
く
っ

た
コ
ラ
ー
ゲ
ン
線
維
が
肝
小
葉
を
埋
め
つ
く
す
。

伊
東
細
胞
の
紹
介
が
長
く
な
っ
た
が
、
走
査
電
顕
で
み
る
と
、
こ
の

細
胞
は
複
雑
に
分
岐
す
る
ひ
ら
ひ
ら
の
突
起
を
デ
ィ
ッ
セ
腔
内
に
伸
ば

し
て
い
る
が
、
そ
の
役
割
は
未
だ
不
明
だ
と
い
う
。
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医
史
学
的
に
は
、
ク
ッ
パ
ー
が
銀
染
色
し
て
観
察
し
た
類
洞
内
外
の

食
細
胞
に
つ
い
て
、
何
時
の
間
に
か
内
外
を
交
換
し
た
記
載
ミ
ス
は
面

白
い
が
、
日
本
人
の
新
発
見
は
五
○
年
の
後
で
も
命
名
権
に
ク
レ
ー
ム

が
つ
く
こ
と
は
大
き
な
問
題
と
思
っ
た
次
第
で
あ
る
。
用
語
索
引
が
つ

い
て
大
変
便
利
。

（
中
西
淳
朗
）

〔
Ｋ
Ｋ
岩
波
書
店
、
東
京
都
千
代
田
区
一
ッ
橋
二
’
五
’
五
、
電
話
○
三

Ｉ
五
二
一
○
’
四
○
五
四
、
二
○
○
四
年
三
月
、
本
文
二
三
七
頁
、
本

体
一
○
○
○
円
〕

「
日
藺
交
流
史
そ
の
人
・
物
・
情
報
』

平
成
一
二
年
は
オ
ラ
ン
ダ
船
リ
ー
フ
デ
号
が
臼
杵
に
漂
着
し
て
か
ら

「
日
藺
交
流
四
○
○
年
」
に
当
た
る
年
で
あ
っ
た
。
本
書
の
編
者
片
桐
一

男
氏
に
よ
れ
ば
、
こ
の
記
念
す
べ
き
年
に
際
し
て
、
日
藺
学
会
の
「
日

蘭
交
流
四
○
○
年
の
歴
史
と
展
望
」
を
除
き
、
日
蘭
交
流
の
歴
史
を
概

観
す
る
よ
う
な
書
籍
の
刊
行
は
ほ
と
ん
ど
み
ら
れ
な
か
っ
た
と
い
う
。

も
っ
と
も
平
成
一
二
年
一
○
月
二
一
’
二
三
、
東
京
大
学
山
上
会
館
で

開
か
れ
た
洋
学
史
学
会
主
樅
の
Ｈ
剛
交
流
四
○
○
年
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
「
江
戸
時
代
の
日
本
と
オ
ラ
ン
ダ
」
は
、
配
布
抄
録
集
こ
そ
七
○
頁

に
す
ぎ
な
か
っ
た
が
、
内
容
は
質
の
高
い
報
告
が
日
蘭
双
方
の
二
五
名

の
研
究
者
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
。
そ
の
後
平
成
一
三
年
三
月
フ
ル
ペ
ー

ｅ
１

ｌ
‐
１１

１
１

卓
■
８
▽
』
．
Ｂ
Ⅷ
川

一
リ
糺

パ
ー
の
日
本
語
版
一
九
二
頁
が
出
さ
れ
て
い
る
。

本
書
は
五
○
九
頁
の
本
文
と
、
付
録
と
し
て
年
表
、
日
閲
交
流
史
関

係
文
献
一
覧
、
あ
と
が
き
、
各
論
文
の
抄
録
及
び
序
の
英
文
、
目
次
の

英
文
五
四
頁
を
含
む
堂
々
た
る
大
冊
で
あ
る
。
本
吉
刊
行
の
目
的
は
、

日
間
交
流
史
研
究
上
の
最
新
重
要
基
本
文
献
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

本
書
を
通
覧
す
れ
ば
、
正
に
そ
れ
が
実
感
さ
れ
る
。
即
ち
二
四
人
の

気
鋭
の
研
究
者
が
、
そ
の
蕊
蓄
を
傾
け
て
書
き
上
げ
た
力
作
揃
い
で
あ

り
、
こ
れ
ら
諸
論
文
は
編
集
者
に
よ
っ
て
１
．
人
の
交
流
と
蘭
学
、

Ⅲ
．
書
物
と
人
、
Ⅲ
・
欧
文
資
料
・
画
像
資
料
、
Ⅳ
近
世
の
長
崎
貿

易
、
Ｖ
・
情
報
活
動
、
Ⅵ
・
洋
学
の
近
代
の
六
章
に
分
類
・
整
理
さ

れ
、
こ
れ
ら
を
束
ね
る
言
葉
と
し
て
、
表
題
の
刑
迦
で
あ
る
「
人
・
物
．

怖
報
」
が
登
場
す
る
訳
で
あ
る
。

特
に
評
者
が
共
感
を
も
っ
た
の
は
、
俗
に
多
用
さ
れ
る
言
葉
「
ヒ
ト
．

カ
ネ
・
モ
ノ
」
の
金
の
代
わ
り
に
、
情
報
と
い
う
語
を
も
っ
て
き
た
こ

と
で
あ
る
。
江
戸
時
代
に
始
ま
っ
た
Ⅲ
学
は
、
鎖
国
時
代
と
い
う
与
え

ら
れ
た
条
件
に
あ
っ
て
、
今
い
う
所
の
海
外
情
報
の
収
集
と
い
う
宿
命

的
性
格
を
負
わ
さ
れ
た
と
い
え
よ
う
。
最
近
注
目
さ
れ
て
研
究
さ
れ
、

本
書
で
も
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
「
風
説
害
」
と
い
う
表
現
は
、
こ
れ

を
い
み
じ
く
も
示
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

本
書
の
執
筆
者
は
殆
ど
片
桐
会
長
主
宰
す
る
洋
学
史
研
究
会
会
員
で

あ
り
、
一
九
八
三
年
発
足
の
同
会
創
立
二
○
周
年
事
業
と
し
て
企
画
さ

れ
、
ま
た
本
書
の
刊
行
は
結
果
的
に
片
杣
教
授
の
青
山
学
院
大
学
定
年

退
職
記
念
論
文
集
に
も
な
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

次
に
順
序
と
し
て
は
内
容
ｌ
各
論
文
に
つ
い
て
の
コ
メ
ン
ト
と
い
う


